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東 京 都 に お け る

放 射 線 測 定 結 果 ①

東京都健康安全研究センター

本日お話しする主な内容

○ 身の回りにある放射線

○ 東京都健康安全研究センターで行っている

放射能測定

（１）環境放射能・放射線を測定しています

環境放射能水準調査（国委託事業）

都独自の放射能検査

東京都健康安全研究センター
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身の回りの放射線量

東京都健康安全研究センター

自然放射線量は場所により異なります

出典： 保健物理 26,1991 （図引用： 関西電力ホームページより）

赤線は原発事故以前の新宿区百人町における空間線量率（平均値）
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東京都健康安全研究センター

日本各地の空間放射線量率 （2004年度）
（財）日本分析センター「ようこそ日本の環境放射能と放射線」から改変

東京都健康安全研究センター

① モニタリングポストによる
空間放射線量調査
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モニタリングポストによる環境放射線量測定

東京都健康安全研究センター

原発事故以前の都内の空間
放射線量率は？

0.028～0.079マイクログレイ／
時（平均値は概ね0.035マイクロ
グレイ／時） （新宿区百人町）

人工放射線

モニタリングポスト

大気中のガンマ線を常時測定

自然放射線
大地、空気、塵、その他から

事故による影響の程度
やその変化を常に監視原子力施設

原発から飛散した放射
性ヨウ素や放射性セシ
ウムからのガンマ線

都内の空間放射線量率の測定結果（新宿区）

東京都健康安全研究センター

3/11
東日本大震災

キセノン１３３3/15 日平均
0.109μGy/h

3/23 日平均
0.146μGy/h

原発事故以前（平常時）
の測定値の範囲

（1時間毎の平均値による）

3/15 1時間平均
最大0.496μGy/h

3/21- 3/23 1時間平均
最大0.154μGy/h

健康安全研究センターホームページで毎日公表

平成25年10月4日
現在 日平均値
0.0356μGy/h

●
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モニタリングポストは
空間放射線量を常時連続して測定、記録

降雨

東京都健康安全研究センター

（ 1分ごとに記録 1日で1440データ ）
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モニタリングポストによる放射線解析例

放射線量の

上昇原因を

解析します

東京都健康安全研究センター

セシウム137

ビスマス214鉛214

モニタリングポストが検出したガンマ線のエネルギースペクトル

降雨なし

＋セシウム137
＋ラジウム226
降雨時

（KeV）

鉛214とビスマス

214はラジウム

226から生じた

天然の放射性物

質

ビスマス214
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○ 国設置（5箇所）

○ 都設置（2箇所）

無印 都産技研設置（1箇所）

都内のモニタリングポストの配置

東京都健康安全研究センター

② ゲルマニウム半導体検出器

による放射能測定
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ゲルマニウム半導体核種分析
装置で分析し、センターホーム
ページで毎日公表

9時から翌9時の２４時間降下物
（単位：Bq/m2）

蛇口水 ２ L
（単位；Bq/kg）

蛇口水や降下物（塵や雨など）の放射能調査

東京都健康安全研究センター

東京都健康安全研究センター
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ゲルマニウム半導体検出器による分析例（水道水）

ヨウ素131 (364.48keV)

セシウム134 (604.66keV)

セシウム137 (661.64keV)

ゲルマニウム半導体検出器が検出したガンマ線のエネルギースペクトル

● ２０１１／３／２４

● ２０１１／８／２５
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東京都健康安全研究センター

平成２３年

東京都健康安全研究センター

平成２３年
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http://www.tokyo-eiken.go.jp/

平成25年10月6日現在


